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【子どもの進路選択肢について知っておく】

学校の選択

福祉サービスの選択
就労へ



子どもの主な進路選択肢

６ １２ １５ １８

小･普通学級

小･特別支援学級（通級）

小･特別支援学級（在籍）

特別支援学校小学部

中 普通学級

中･特別支援学級（通級）

中･特別支援学級（在籍）

特別支援学校中学部 特別支援学校高等部

通信制高等学校

定時性高等学校

普通高等学校

保育園

幼稚園

児童発達支援 放課後等デイサービス

保育所等訪問支援 一般就労

一般就労（障がい者雇用）

生活介護

大学

専門学校

特別支援
学校
幼稚部

就労継続支援A型

就労継続支援B型

０

学校

福祉サービス

進路の選択肢を考える



『知る』
特別支援教育



『知る』
特別支援教育



進路の選択肢を考える

学校 解説 留意点

普通学校
（通級による
指導）

全日制高等学校受験可能

特別支援学級
（在籍）

高校受験時内申書の点数
なし

あとから通常学級にもどる
ことは難しいことが多い

特別支援学校
療育手帳等の取得が必須
になつ傾向あり（入学者
増のため）

学校の選択（小中）



学校 解説 留意点

普通高等学校 高等学校卒業資格あり

通信制高等学校
入学は中学１年の学力必要
高等学校卒業資格あり
独自のカリキュラム

費用5万円/月程度

特別支援学校
（高等部）

高等学校卒業資格なし
一般企業就職

4人に一人

進路の選択肢を考える 学校の選択（高校）



進路の選択肢を考える 通信制高校の事例

https://www.nishinippon.co.jp/nnp/f_kitakyushu_keichiku/article/442065/


『知る』福祉サービス 児童福祉

https://www.wam.go.jp/content/wamnet/pcpub/jidou/handbook/service/


福祉サービス等 解説 留意点

一般就労
障がいを公表せずに就
労

障がいがない人との区
別なし

一般就労（障がい者雇
用）

障がい者雇用枠で採用 ジョブサポート制度

就労継続支援A型
福祉サービス（会社と
契約関係）

最低賃金の保障
一日４ｈ～５ｈ
月7.4万円～9.3万円

就労継続支援B型 福祉サービス（工賃）
最低3000円～3万円
一般就労の可能性あり

生活介護
日常的に介護が必要な
日中の居場所（工賃）

数千円
就労困難

進路の選択肢を考える 福祉サービスの選択



障害者福祉『知る』福祉サービス

https://www.wam.go.jp/content/wamnet/pcpub/syogai/handbook/service/
https://www.wam.go.jp/content/wamnet/pcpub/syogai/handbook/service/


・自力で通う
・はいと返事
・あいさつ
・いじわるを
しない

社員の７割が知的障がい者の会社

進路の選択肢を考える 一般就労の事例

https://www.mag2.com/p/news/253434


進路の選択肢を考える 就職の現状



進路の選択肢を考える 就労定着の現状



進路の選択肢を考える 企業による合理的配慮



スーパーカムラック構想（株式会社カムラック）

スーパーカムラック構想（株式会社カムラック）

進路の選択肢を考える 福祉的就労と一般就労の連携事例

https://www.comeluck.jp/


【保護者への対応】

KeyWord : 積極的な保護者対応 ペアレントトレーニング



【なぜ保護者対応？】
１ 総則

(１) ガイドラインの趣旨

(２) 放課後等デイサービスの基本的役割

○ 子どもの最善の利益の保証

○ 共生社会の実現に向けた後方支援

 ○ 保護者支援

① 子育ての悩み等に対する相談を行うこと

② 家庭内での養育等についてペアレント・トレーニング等活用しながら

子どもの育ちを支える力をつけられるよう支援すること

③ 保護者の時間を保障するために、ケアを一時的に代行する支援を行うこと

(３) 放課後等デイサービスの提供に当たっての基本的姿勢と基本活動

(４) 事業所が適切な放課後等デイサービスを提供するために必要な組織運営管理

【ペアレントトレーニング】

発達障害者の親が自分の子どもの行動を理
解したり、発達障害の特性をふまえた褒め方
やしかり方を学ぶための支援。
（厚生労働省：発達障害者支援施策の概要より）

放課後等デイサービスガイドラインより

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ.pdf


【なぜ保護者対応？】

どのような保護者対応に困っていますか？

☐ 子育て一般

☐ 障がいに関する相談

☐ 発達のつまずき相談

☐ 言葉のつまずき相談

☐ 子どもの疾病の相談

☐ 子どもの養育相談

☐ 子どもの障がい受容

☐ 子どもへの虐待、ネグレクト保護者

☐ 保護者自信の悩み相談

☐ 夫婦、家庭内問題の相談対応

☐ 精神疾患がある保護者

☐ 約束を守れない保護者

☐ 保護者間のトラブル対応

☐ 経済問題を抱える保護者

☐ 連絡がとれない保護者

子育て相談対応 気になる保護者対応



【Point ① 理念・活動内容の発信】

☐ 事業所のストレングス（強み）を発信しているか？

☐ 事業所の今後の方向性を発信しているか？

☐ 事業所の将来性について発信しているか？

☐ 事業所での活動内容や趣旨について発信しているか？

☐ 事業所のスタッフの紹介をしているか？

☐ 事業所のスタッフ研修について情報発信しているのか？

☐ 子どもたちに身に付いている成長を発信しているか？

☐ 事業所の将来性について発信しているか？



【Point ② 成長の結果の伝達】

☐ 子どもたちの成長を客観的に評価しているか？

☐ 定期的に評価を行い、保護者へフィードバックしているか？☐ 定期的に評価を行い、保護者へフィードバックしているか？

各種検査

http://www.saccess55.co.jp/hattatu_ichiran_1.html


【成長の結果の伝達】

・120の項目

・各ｶﾃｺﾞﾘ別得点

・15歳まで対応



【Point ③ 支援デザイン力のアピール】

Ⅰ 行動問題の発生

を軽減する・防ぐ

状況と時期の
適切な見立て

＆
ほぼ同時進行

行動問題を防ぐ

『５』サイクル

Ⅱ 望ましい行動を

身に付けさせる

望ましい行動を身につける

『５』段階戦略



【支援デザイン力のアピール】

・相談支援の

視点を持つ



① 起きてしまった行動問題をできる限り早く収める ☐ 早く収めたか？
・ 原因や要因の削除
・ クールダウンスペースの確保

② 落ち着いたらトラブル処理をする ☐ トラブル処理したか？
・ 謝罪や仲直り、問題である理由の説明など
・ 今後の約束を決めさせる（決める）

③ 約束に沿った対応をする ☐ 約束に沿って対応したか？
・ 決めた約束を決してスルーしない（すべてのスタッフ）

④ 起きた問題行動を分析する ☐ (記録から)分析したか？
・ 【状況】【きっかけ】【生まれた結果】を洗い出す

⑤ 行動問題がおこらない環境設定をする ☐ 環境設定していたか？
・ 事前の約束を徹底する

行動問題への対応のサイクル

意識
（=評価）

事
前

事
後

事
中

【支援デザイン力のアピール】



① 不適切行動を『軽減』する・なくす
・ 不適切な行動の頻度を下げる（＝強化しない）

② 望ましい行動を新たに『獲得』させる
・ これまで持っていなかった行動を出現させ強化する

③ 獲得した行動を『維持』させる
・ 一度獲得した行動が弱化・消去されないよう維持する

④ 獲得した行動を『般化』させる
・ ある限定場面だけで行動が起きるのではなく、
他の別の場面でも行動が起きるようにする

⑤ 獲得した行動の『自立』度を高める
・ 他者の依存ではなく自分の力で行動する部分を増やす

望ましい行動５段階戦略【支援デザイン力のアピール】



【Point ④ ペアレントトレーニング】

ペアレントトレーニングとは・・・

行動理論に基づき、子どもの望ましい行動を増やし、望ましくな

い行動を減らすための技術を親が獲得するためのプログラム

※ 望ましい行動に注目（ほめる）して、適応行動を

増やしていく



【Point ④ ペアレントトレーニング】

ペアレントトレーニングで習得すること・・・

行動の明確化 対応方法の習得

増やしたい行動
（望ましい行動）

ほめる

減らしたい行動
（望ましくない行動）

①計画的な無視
②次にすべき行動の指示
③好むことを与えない

沽券な行動

①危険な行動であることを伝える
②止めない時のペナルティの指示をする
③ペナルティの実行をする



【Point ④ ペアレントトレーニング】

望ましい行動 望ましくない行動

今できていて、さらに増
やしていきたい行動

すぐに止めさせたい行動

今していて減らしたい
行動

許しがたい、しつこい
行動

・「ありがとう」を言う

・私に描いた絵を見せる

・ごみ捨てをする

・静かに読み聞かせを聞

いている

・悪口を言う

・口げんかをする

・弟を押す

・おやつの時に立ち上が

る

・噛みつく

・首を絞める

・高いところに上る

・ものを人に向かって投

げる

ペアレントトレーニングで習得すること・・・



【Point ④ ペアレントトレーニング】

※ ぎりぎりセーフ（やれること）を見つけてみよう

片付けができない・・・

えっ？家庭訪問が来週？！

見えるところだけ掃除した！

（片付けができない…けれども）
来客があるときは

見えるところをぎりぎりそうじする

ダイエットができない・・・

昨日もポテチ食べたし・・・

今日はジュースにしよう

（おやつを食べすぎる…けれども）
食べ過ぎた次の日は

ジュースでぎりぎりガマンする



【Point ④ ペアレントトレーニング】

どのようにトレーニングするのか？（例）

【 講義 】 障がい（特性）についての知識・情報を共有する

【 GW 】 対処技能・問題解決能力の向上を目指す

【 臨床 】 心理的・現実的サポート（専門家・家族どうし）



【Point ④ ペアレントトレーニング】

番外編 その１ 対応が難しい保護者へ接する基本スタンス

段階１ いっしょにいる

２ 聴く

３ 話す・語る

４ 調和する

５ 創作する

この人にだった
ら話してもいい
かな・・・



【Point ④ ペアレントトレーニング】

番外編 その２ 「とがめる」のではなく「問い」をもつ

どうしてそのような言動をするのだろう？
そうしてしまったのには、どのような理由があったのだろう？

・その状況の中でどのようにがんばったのですか？

・その時どのようにしたのですか？

・なぜそのようにがんばってくることができたのですか？

・工夫していることはどのようなことですか？

・そのようなときにはどのようにしたのですか？

・うまくいったときは、どのようにしたときですか？

相手が気づき、
相手が語
る・・・



● 配分型（利益を分け合う）

● 利益交換型（損して得とる）

● 統合型（Win ＆ Win）

◆ 代替案

◆ 選択肢

◆ 限界範囲

◆ 説得

・功利的説得（メリット）

・規律的説得（論理的）

・情緒的説得（感情的）

【Point ④ ペアレントトレーニング】

番外編 その３ 「交渉」の技術を身につけよう



ひとりの「ひと」として『敬う』

信頼関係づくり

わたしたち支援者の『しごと』 ＝ 本人や家族の生活の向上が目的

【Point ④ ペアレントトレーニング】

番外編 その３ 「交渉」の技術の事前のスタンスとして…



【Point ⑤ 保護者イベントの企画】

☐  保護者参加のイベント企画をしているか？

☐ 保護者自身が楽しめる企画があるか？

☐  保護者が学ぶ機会を提供しているか？

☐  いつでも、だれでも、来所してよい雰囲気があるか？

☐ 保護者自身が楽しめる企画があるか？

https://www.happiness-kakio.com/
http://hopstep-kids.com/


【相談窓口の活用】

行政の相談窓口 相談支援専門員の活用



地域の相談窓口



相談支援専門員の活用のコツ

相談支援専門員の仕事内容を把握しておく

☐ 障がい児支援利用計画をよく読み込む

☐ モニタリングの期間を短くする

☐ 相談員と仲良くなる（よいしょして持ち上げる）

☐ 困ったとき、悩んだときに、とにかく相談する

☐ 相談員に必要時に必要な情報提供を依頼する

☐ 課題解決のために「個別支援会議」の開催を依頼する

☐ 事業所等との面談時の第三者立会人を依頼する

☐ 自分でできることは自分でやる



【保護者への対応】

KeyWord : 消極的な保護者対応 苦情処理



保護者との連絡 シミュレーション

今日の自由時間の時、みつひこくんとさとるくんがブ

ロックの取り合いをしてけんかになり、みつひこくんが、

さとるくんにブロックを投げたりつかみかかったりして

あばれてしまいました。

みつひこくんを、引き離して、収めようとしましたが、

泣きじゃくって大声を出して、何度もさとるくんに向

かっていくようなことがあって、結局別室で個別対応し

て、クールダウンに１時間かかることがありました。

【場面①】

送迎時にみつひこくんの保護者に引継ぎをします。



【電話連絡時の対応】

～相手側が理解・納得できたか最終確認しながら対応すること～

☐ 伝えるべき事実が相手に確実に伝わったことを確認したか？

☐ 重要時は、前もって箇条書きメモを準備して伝えたか？

☐ 最終的な納得を得る謝罪ができたか？

☐ 事業所として対処できる最善の支援をすでに行っているか？

☐ 事業所として可能な最善の提案を行ったか？

保護者対応の基本場面（①） 事業所側からの謝罪・連絡時

☐ 事業所として対処できる最善の支援をすでに行っているか？

42



保護者との連絡 シミュレーション

母：今、子どもが帰ってきてから、「おかあさん、今日

おやつ食べてない。」と言ってきたんですよ。先生に食

べてないことをなかなか言えなかったみたいなんですが、

そもそも、こういう子どもたちを預かっている施設なん

だから、子どもたちがどういう状況で、どんなことに

困っているかなどにちゃんと神経をとがらせていないと

いけないんじゃないんですか？いったい、普段からどう

いう指導をしているんですか？こんなことじゃおやつ代

の支払いは拒否したいと思っています！

【場面②】

帰りの送迎後、保護者から事業所に電話がかかってきました。



【電話連絡時の対応】

～客観的な事実と思い込みを区別しながら訴えの内容を確認すること～

☐ 相手の言い分を最後まで聞き通せたか？

☐ 指導に不行き届きがあったことを謝罪できたか？

☐ 客観的事実のみを正しく伝えることができたか？

☐ その場での最終判断は避けたか？

☐ 事業所側の次の具体的行動を約束できたか？

保護者対応の基本場面（②） 相手からの要望・苦情対応時

☐ 事業所側の次の具体的行動を約束できたか？
44



【保護者対応の４場面】
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